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　久米島町の移住・定住促進事業の一環として、島ぐらしコン
シェルジュ（島コン）と連携し、日本列島縦断サイクリングに挑
戦したトーマス・デヨ・シサレリさんとジェイソン・カークさん
から、中学校のスポーツ関連事業へ寄附金が贈られました。
　お二人は４月に久米島を出発し、鹿児島県佐多岬から北海道宗
谷岬までを自転車で走破。その過程でクラウドファンディングを
実施し、多くの支援を集めました。
　今回の寄附は、久米島への感謝と地域への恩返しの思いから行われたもので、贈呈式では「久米島で暮らし、地域
の皆さまに支えられてきた感謝を形にしたかった。子どもたちの活動の後押しになれば嬉しい」と語られました。

　6月4日、真謝ユイマール館において令和8年度久米島紬後継者育成事業
入所式が開催されました。今年度は與座泉さん、卯月あすかさんの2名が
研修生として入所し、それぞれ久米島紬の技術習得と伝統産業の継承に
向けた抱負を述べました。桃原秀雄町長からは激励の言葉が贈られ、研
修生の今後の成長と活躍に期待を寄せました。今後1年間の研修を通し
て、久米島紬を支える担い手としての成長が期待されます。

魅力ある観光地づくりに向けて魅力ある観光地づくりに向けて

安心して産み育てられる島へ 
～助産師・湯本律子さんが県知事表彰を受賞～
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～助産師・湯本律子さんが県知事表彰を受賞～

　6月4日、助産師の湯本律子さんが桃原町長へ「沖縄県看護職員功労者
知事表彰」の受賞を報告しました。この表彰は、長年の献身的な活動で
地域医療に貢献した人を称えるもので、県内で10名が選出されました。
　湯本さんは、島外出産を余儀なくされる本町で、妊娠から産後まで母
子を継続的にサポートしてきました。病院勤務のほか、新生児訪問、中
高生への思春期教室などを通じ、「プレコンセプションケア」の充実に
も尽力しています。さらに、令和5年には町内に助産院を開院。産後ケ
ア事業を通じて母親の心身に寄り添うその活動は、町の子育て環境にお
ける大きな安心となっています。長年の功績に心より敬意を表します。

　6月10日、久米島町観光協会より、観光地改善に関する要望書が町
長へ提出されました。
　観光協会では令和10年度の観光入域者数15万人達成を目標に、町
内の観光地や観光施設が「安全・安心・快適」な環境として適切に維
持・管理されているかを確認するため、実態調査を実施し、さまざま
な意見や要望を取りまとめました。
　久米島町としては、引き続き、魅力的な観光地づくりに向けて関係
機関と連携しながら、観光地の環境改善に取り組んでまいります。
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　いよいよこのコラムも最終回となりました。久米島で、久米島のみんなと映画を作って、久

米島のみんなと一緒に映画を鑑賞するというのが、私にとってのひとつの目的地でした。これ

から島外、国外の人たちにこの映画を届けて久米島の魅力を知ってもらうというのが次の目的

地になりますが、ひとまず映画が完成して島のみなさんと観ることが出来てとても幸せでした。

試写会の時、1 番後ろでみなさんと一緒に大きなスクリーンで鑑賞しながら、この島と島のみな

さんが作りだす空気感やあたたかさがあったから、この映画が生まれたんだなと改めて実感す

ることが出来てとても感慨深い気持ちになりました。

　久米島のみなさん、「おーるーブルー」という映画を誕生させてくれて本当にありがとうござ

いました。これからこの映画が島を巣立って、全国に、そして世界に羽ばたいていけるようど

うぞ見守っていてください。

　この映画を北口監督と企画して約 2 年。ようやく島の皆さんと一緒に観る事ができて、最高の時間

でした。昨年 10 月の撮影では、どこに行っても大歓迎で迎えてくれ、多くの応援の声や出演の協力

があり、その温かさや島ならではの空気感が映画の随所に息づいています。撮影後もスタッフ、キャ

ストからは「本当に最高の環境で撮影できた」「今までの撮影現場で 1 番素敵な場所でした」という

声をいただきます。そのたびに、故郷・久米島を誇らしく感じています。島の皆さん、改めてこの映

画を一緒に作ってくれて本当にありがとうございます。今この文章を書きながらも、たくさんの方々

の顔が浮かび、涙で画面が見えません（笑）。

　現在「おーるーブルー」は国内外の映画祭にエントリーしています。その結果を待って、来年初頭

の全国公開を目指しています。島の皆さんと一緒に作った、景色だけじゃない、空気、文化、島の生活、

時間の流れ、そんな魅力が詰まったこの映画を世界中に届けられるように、引き続きみんなでこの映

画と、久米島を盛り上げていけたら嬉しいです。よろしくお願いします。

平田理からのメッセージ　プロデューサー兼キャスト（真謝出身）

最終号

みんなで作った映画　ついに完成
ありがとう久米島　そして次の舞台へ
　6 月 6 日（土）7 日（日）の２日間にわたり上映会を開催し、久米島の皆さん

約 1220 人が映画を鑑賞しました。会場では、笑いあり涙ありのひとときになり、

自分や家族・友人の出演シーンに見入る姿も多くみられました。映画を通して、

改めて久米島の魅力や人と人とのつながりを感じる上映会となりました。
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